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USD/JPY MONTHLY 2009-2020

⽉⾜の⼤きな流れは下降トレンドと⾒ることができる。

2020年3⽉に仮に閉じていたとすると、
現サイクルで111.7の⾼値更新が欲しいところ。。。

ということは、101.2を狙っていくのでは︖
と考えられるチャートとなる。

従い、下⽬線継続であることが⽉⾜チャートで
理解できそう。

28本 26本 54本⽬

⽉⾜はいつ、閉じるのか︖
週⾜は、閉じたのか︖
⽇⾜は︖４時間⾜は︖
とテクニカルに考えると。。。難しい局⾯かも︖︖

98.894︖︖︖
テクニカルでは作成できるシナリオとなるが、
⻑い陰線が必要になる。。。

ワクチン開発によりドル⾼へ動くものの
押さえられて、下降というイメージになる。



USD/JPY WEEKLY 2018-2020

29本35本 39本⽬

概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

閉じていないとすると延⻑オーブの可能性がある。
仮に35本⽬で閉じていたとしても
⽇⾜第1サイクルでLTとなりそう。

上⽬線を考えるのであれば、
他通貨の絡みが影響するかも︖

41本

週⾜で考えると、
3⽉スタートのサイクルが閉じているのかいないのか︖
が展開に左右している。
週⾜を閉じるタイミングはいつでも良さそうだが、
現時点で閉じているのかどうかが微妙となる。

35本

5本⽬



USD/JPY DAILY 20191101-20201204
⽇⾜サイクルは、35から45本が⽬安となる。

44本 43本 35本47本 29本 37本 20本⽬35本

11⽉6⽇で⽇⾜が閉じたと仮定すると、
第6サイクルの20本⽬となる。

週⾜が閉じていれば、上昇傾向になるはずだが、
ワクチンの影響でドル⾼となる傾向で
短期的陽線が確認できる。

個⼈的には、週⾜は閉じていない
⽇⾜は第6サイクルと考えている。
そして、⽇⾜が20本⽬となるので
「閉じるタイミングを狙ってくるのではないか︖」
と考えている。

この後、RTとなるのであれば、
トレンドラインを超えてくるシナリオが必要となる。

すると、11⽉6⽇で週⾜が閉じて
⽇⾜第1サイクルとなるはず。



USD/JPY 4H 202009-202011

4時間⾜サイクルでは、60本から80本が⽬安となる。 第3サイクルで第2サイクルのトップを超えてくるか︖
トレンドラインに押さえ込まれるか︖

がポイントとなりそう。

12⽉7⽇の週は、
ゴトー⽇を控えているので、
上⽬線で考える必要もありそう。

⼤きな流れは下と考えているものの
上は、トレンドラインで
下は、103.7あたりで
押さえられている。。

トリプルボトムというチャートも意識していきたい。

81本 72本 67本

11⽉6⽇で⽇⾜が閉じているので、
4時間⾜では、第3サイクルとなる。

第1サイクルでは、LTでありながら、
起点割れを発⽣させないイレギュラーとなった。

第2サイクルでは、RTではあるものの
ダブルトップを形成しているようなチャートとなってい
る。

66本
8本⽬



USD/JPY VOLATILITY 12⽉第1週は、前週と同じくボラの⼩さい1週間となった。
トレンドフォローでは、勝ちにくい相場であった。



どるえん まとめ 20201206現在
•上昇と下降
• 4時間⾜のサイクルが始まったばかりと考えると上⽬線でエントリーは可能。
• 利確の第1ポイントは、⽇⾜トレンドラインとなりそう。
• その後の上昇時には、週⾜が閉じたと考えて新たなシナリオを作成。
• ⽇⾜トレンドラインでの上の壁を意識しつつ、下⽬線でのエントリーも可能。
• 1週間は30本の4時間⾜となり、週末までには転換時期がやってくるかも︖
• 気になるのは他のクロス円通貨は、上⽬線となることである。


